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    はじめに
    世の中に発表したいことがある


これは、私が思っている思いである


と同時に


このように思っている人は


私の他にもいるであろうし


今後も増えていくであろう


 


私は５年前に


教育問題をこうすれば解決できる


との想いから


一冊の本を執筆・出版した


 


「ほんとうは教えたくない将棋の力」


という本を


自分でつくったよか出版から出版した


 


一人でやっているので


取次店さんからも相手にされないので


取扱店は数が限られている


 


 













    はじめに２
    本をつくるには


費用が掛かる


それも


売れるかどうかわからない段階で出費が必要だし


そもそも額も個人としては少額ではない


 


それに一冊目の費用の回収は


ままならない状態である


こんな状態で


２冊目の出版に


躊躇してしまい


どうしていいのか


そう思っていた


 


想いを本に乗せて


出版したいと思いながら


 


 













    第１章１
    新しい本をつくるのには


費用が掛かる


 


それでも


出したい


世のため人のために


自分の考えを発表したい


そう思っていた


 


しかし


やはり


買ってもらえるかどうかわからなくては


費用回収さえできない


なんとか２冊目を出せたとしても


続かない


 


どうしたらいいのか


そう思い


電子書籍などキーワードで検索してみた


 


 













    第１章２
    いくつかネットサーフィンする中で


無料で電子書籍を発行できるサイトがあることを


知った


 


それが


ブクログのパブーとの出会いである


 


 


 













    第２章
    ブクログのパブーについては


直接そのサイトを見ることがもっともいい


 


ただ簡単に私から言えば


無料で本の発行ができる


本の価格も有料・無料どちらでも可能で


売り上げたときだけに費用分を差っ引いて


こちらに売上金の一部が入る


 


私はまずは


売れない限り費用の掛からない


ここからスタートしようと思う


 


プロ版だと


毎月の費用が掛かるが


内容レベルがアップする


 


詳しくは


ブクログのパブーを


どうぞご覧下さい


 


 


 


 


 













    第３章１
    パブーは


お金がかからずに


発信できる


発表の場をつくりました


 


これにより


自分たちの電子書籍という形での発表行為が


可能になったわけです


 


一人一人の中にある


ほんとうは素晴らしい内容が


みんなの手に届けば


個人が輝き


よりよい社会づくりが実現できるのでは


ありませんか


 


そのためには


これから


もっともっと


 


 


 


 


 













    第３章２
    パブーが注目され


多くの人が見る存在として確立するように


なってほしいと思っています


 


もしそうなって行けば


パブーが


社会的価値のある偉大なる場


となっていくでしょう


個人の能力の発表ができ


個人が能力を高める目標となり


より良い社会をつくっていく学びの場


パブーの持つ可能性は


とてつもなく大きい


大きな可能性がここにある


 













    第４章１
    私は子どもの頃から考えてきました


４歳の頃


２学年上の兄が小学生になるときに


親が言っていたことを聴いて


自分が小学校に上がるときのことを考えていた


 


この時よりも前にも


いろいろ考えていた


 


ずっと考えてきた


今４０代後半だが


ずっと考えてきた


 


学校の勉強は教えてもらったことを


おぼえておく


できるようにする


というのが一般的に思うが


私の場合は


ずっと考えてきたようだ


 


 













    第４章２
    小学校は


小学４年生から最上級生


中学１年生で生徒会会長


ということも


自分で考える私のスタイルに


運よく合っていたし


さらにその感覚を強めた


 


学校卒業後は


学校の大先輩との


運のよい


出会いから学べ


考えることもできた


ラッキーだった


 


運よくずっと考えてきた


考えてきた内容は


人間がよりよく生きること


 













    第４章２．５
    どうすればよりよく生きれるのか


個人と組織のこと


個人が輝き幸福で


組織や社会がよりよくなるには


どうしたらいいのか


ずっと考えてきた


 


 













    第４章３
    ４０年以上


すると見えてきた


 


今


もっとこうすれば


個人も社会もよりよくなれると


思うことがある


 


周りの人に言っても


すぐにはわかってもらえないことも


あるように思う


それに日常の中で


あまり真面目な話をするのは


なかなかできるものではない


 


しかし私には


伝えたいことがある


子ども


保護者


 


 


 













    第４章４
    先生


研究者


と会う機会に


自分の思いを伝えると


役立ってもらえている実感がある


ほめてくださる方もいる


もっと早く知りたかったという人もいる


 


私の持っているものは


ずっと考えてきたから見えて来た事だ


 


教えてもらうのではなく


考えつづけてきたから見えてきたことだ


 


まだまだ少数の人にしか伝わっていない


これをもっと多くの人に伝えたい


本で


講演で


できることなら


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 













    第４章５
    実際に会って


深いところまで伝えたい


 


まずは本で


あなたとつながりたい


 


 


子育てあいうえお


を次章に


おまけとしてのっけて


おきます


 


You　Tube で歌も歌っています


子育てあいうえお　うた


子育ちかきくけこ　うた


と検索すると


歌も出てきます


 


でもこれだけより


 













    第４章６
    もっともっと


知ってほしい


知りたい時


私に会いたい時は


講演の依頼をいただき


スケジュールが合えば


行かさせていただきます


 


これからもブクログのパブーで


発信していきます


 


よろしくお願いします


 


歌う教育改革家


重松　孝


※Educational planning lab　TV


教育計画研究所TVで


You Tube 動画発信中


 













    おまけ　【子育てあいうえお　イラスト入り】
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    奥付
    

ブクログのパブーが新しい時代を拓く

http://p.booklog.jp/book/87146




著者 : 重松　孝


著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/iihonkakitai777/profile




感想はこちらのコメントへ
http://p.booklog.jp/book/87146



ブクログ本棚へ入れる
http://booklog.jp/item/3/87146





電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）


運営会社：株式会社ブクログ
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